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16年7月のASEAN主要6カ国の製造業生産指数

の伸び率（前年同月比）を見ると、ベトナムは

中国からの生産拠点の移転など外資系企業の生

産拡大の動きが続き、またフィリピンは干ばつ

の影響が和らぎ、統一選挙後の反動減も限定的

で高い伸びを維持した。一方、中国向け輸出の

鈍化を主因としてインドネシア1とマレーシア

はやや低下し、タイとシンガポールはマイナス

に転じた（図表1）。 

 

タイの16年7月の製造業生産指数は前年同月

比5.1％減（前月：同1.4％増）と低下し、5ヵ月

ぶりのマイナスとなった（図表2）。高水準の家

計債務を背景に家計の購買力の回復が鈍いなか、

輸出が下振れしたことが重石となった。 

 業種別に見ると、全21業種中6業種が前年同月

比で増加、15業種が減少した。7月は自動車が同

9.8％減（前月：同9.3％増）と前月までの新車

効果の反動で大きく低下した。またエアコンと

ソーラーパネルの輸出増で好調が続いた電気機

械・器具も同4.8％減（前月：同8.1％増）と大幅に低下した。このほか化学製品（同10.2％減）や

食料・飲料（同2.1％減）、織物（同12.3％減）、アパレル（同24.6％減）、ゴム・プラスチック

製品（同13.7％減）など幅広い品目で減少傾向が見られた。一方、ハードディスクを含むオフィス

用機器は同3.7％増（前月：同9.3％減）と21ヵ月ぶりにプラスに転じた。 

 7月の出荷指数は同 3.0％減（前月：同 1.0％増）、在庫指数は同 0.3％減（前月：同 0.1％増）と

それぞれ低下した結果、出荷・在庫バランス（出荷前年比－在庫前年比）は▲2.6％ポイント（前

月：+0.9％ポイント）とマイナスに転じた。また 7 月の設備稼働率は 62.3％（前月：66.7％）と、

生産が鈍化した影響で低下した。 

                                                   
1 インドネシアの製造業生産の業種別指数は四半期毎に開示されるため、国別の記述は割愛する。 
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マレーシアの16年7月の鉱工業生産指数は前

年同月比4.1％増と、前月の同5.2％から低下し

た。 

業種別に見ると、全体の7割弱を占める製造業

が同3.2％増（前月：同4.6％増）、電力が同7.2％

増（前月：同8.7％増）と、それぞれ低下した。

鉱業は同6.0％増（前月：同6.4％増）と小幅に

低下したものの、2ヵ月連続で堅調な伸びを記録

した。 

製造業の内訳を見ると、全23業種中21業種が前年同月比で増加、2業種が減少した。主力のコン

ピュータ、電子・光学製品は同4.2％増（前月：同9.4％増）、石油製品は同3.6％増（前月：同5.1％

増）、化学製品は同4.6％増（前月：同5.6％増）、ゴム・プラスチック製品（同4.3％増）と、そ

れぞれ低下した。一方、食品は同2.0％増（前月：同9.5％減）と、4ヵ月ぶりのプラスに転じた（図

表3）。 

 

シンガポールの16年7月の製造業生産指数は

前年同月比3.6％減（前月：同0.6％増）と、5

ヵ月ぶりのマイナスを記録した。年明けから好

調が続いていた主力のバイオ医療の落ち込みや

原油安によるオイル・ガス関連機器の需要の減

退が全体を押下げた（図表4）。 

分野別に見ると、全体の約3割を占める電子製

品は同16.2％増（前月：同19.0％増）と半導体

を中心に二桁増を維持した。一方、同じく主力

のバイオ医療は同9.7％減（前月：同10.4％減）と医薬品原料の需要減を受けて二ヵ月連続の大幅

減少となった。また輸送エンジニアリングは同21.8％減（前月：同13.4％減）と、油田開発用リグ

の建造の減少を受けて船舶・海運を中心に減少した。このほか精密エンジニアリングは同4.9％減

（前月：同7.0％増）と昇降装置や冷却システムといった機械・システムや光学機器などのモジュ

ール・部品が低下し、化学は同3.2％減（前月：同5.0％減）と石油化学工場のメンテナンスに伴う

操業停止によって低迷した。 

 

フィリピンの16年7月の工業生産量指数は前

年同月比10.1％増と、前月（同10.0％増）から

概ね横ばいの結果となった。選挙特需が終了し、

輸出も低迷しているものの、干ばつの影響が和

らぐなか食品加工が好調で、高い水準を維持し

ている（図表5）。 

業種別に見ると、全20業種中10業種が前年同

月比で増加、10業種が減少した。全体の約2割を

（図表 3） 
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（図表 5） 
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占める電気機械は同6.9％減（前月：同8.3％減）、食品加工は同14.1％増（前月：同2.6％増）、

化学製品は同6.9％増（前月：同4.1％増）と上昇した。またベースメタルは同64.1％増、輸送用機

器は同35.8％増、機械・設備は同27.3％増、ゴム・プラスチックは同29.7％と、それぞれ前月から

鈍化したものの高水準を維持した。一方、石油製品は同6.3％減（前月：同1.9％減）と一段と低下

した。 

また7月の設備稼働率は83.5％と、前月（83.5％）から横ばいとなった。 

 

ベトナムの16年7月の鉱工業生産指数は前年

同月比7.2％増と、前月の同7.4％増から小幅に

低下した（図表6）。依然として高水準を維持し

ているものの、上昇ペースは昨年7月をピークに

やや鈍化している。業種別に見ると、製造業が

同9.7％増、電気・ガス業が同13.7％増、水供給

業が同7.7％増と好調を維持する一方、鉱業が同

2.9％減と8ヵ月連続のマイナスとなって全体の

重石となっている。 

全体の約7割を占める製造業の内訳を見ると、

主力の織物（同19.0％増）、アパレル（同7.6％増）、革製品（同9.7％増）、バイク（同10.6％増）

などは外国企業の投資を追い風に堅調な伸びが続いた一方、コンピュータ・電子・光学機器（同3.2％

増）や電気機械（同1.6％増）は鈍化した。干ばつの影響が和らいだ食品加工（同11.6％増）は好

調だった。 

7月の製造業の出荷指数は同9.1％増と、これまでの二桁台の伸びに比べて鈍い動きが見られるも

のの、前月の同7.8％増から上昇した。一方、在庫指数は同8.9％増（前月：同9.2％増）と小幅に

低下した結果、出荷・在庫バランス（出荷前年比－在庫前年比）は+0.2％ポイント（前月：▲1.4％

ポイント）と3ヵ月ぶりのプラスとなった。 

 

（図表 6） 
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